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アップサイクルで地域貢献を目指す！
廃棄物に新たな命を吹き込み持続可能なビジネスへ

SKLOでは、革製品を製造するためのさまざまな機械や技術、
ノウハウ、デザインを活かして、廃材や余剰資材に新たな命を吹き込む

「デザインアップサイクル」事業に取り組んでいます。

経済
Economy

関心を持ったきっかけは、私自身が
育った環境にあると思います。
　この工房はもともと父親がやってい
た町工場で、船舶や航空機用照明の中
心部を製造していました。できる限り
無駄が出ないように製品を完成させ
る、使える部材は再利用することでコ
ストを抑える。そんな職人としての仕
事に対する姿勢とこだわりを見てきた
ので、自分が革製品を製作するように
なっても、当たり前のこととして取り
組んできました。
　また、父は器用な人で、ピアノの弦
を工場の建物の一部に使用するなど、
廃材を建物に活かしたり、家具を作っ
たりしていました。私も子どもの頃か
ら父の手伝いをする中で物を大事にす
ることを叩き込まれました。

身近な相談から始まった
アップサイクル

　初めてアップサイクルを手がけたの
は、鉄道の車両に使われた床材の端材

で、キーホルダーを作れないかという
依頼がきっかけでした。床材にも革を
加工する機械を使えることに気づき、
イベント用の販売グッズとしてキーホ
ルダーを1,000個製作しました。
　その後、スポーツ現場で廃棄される
サッカーボールを有効活用できないか
という相談があり、自社工房でも革
のキーホルダーを作っていたので、
そのデザインを提供し、協業により

『KEYBALLDER』を開発しました。
また、川崎市を本拠地とするプロス
ポーツチーム、川崎フロンターレや川
崎ブレイブサンダースなどで廃棄され
たボールから、キーホルダーやブレス
レットを製作するワークショップを開

PRODUCT BASE SKLOの
誕生

　革を取り入れた“ぬくもりのある暮
らし”を提案することをコンセプトに、
主に4つの事業を展開しています。1
つ目は自社ブランド事業で、SKLOと
いうオリジナル製品を手がけ、革小物
をメインに販売しています。2つ目は
レザークラフトワークショップの取組
で、モノづくりの楽しさを多くの人に
届けたいという思いから、工房やイベ
ント、企業などでワークショップを開
催しています。3つ目はOEM・ODM
事業です。革製品・パーツなどの製造
委託・ノベルティーなどを製作してい
ます。4つ目は廃材や余剰資材を活用
し、新たな製品を創り出す「デザイン
アップサイクル」事業です。
　私はもともと建築設計の仕事をして
いましたが、より身近な「ものづくり」
に惹かれて、革素材を中心としたもの
づくりの拠点PRODUCT BASE SKLO
を立ち上げました。アップサイクルに

代表取締役　齊藤倫平さま

お洒落でオリジナルのアイデアがたくさん
詰まった革製品が並ぶ店内と外観

02#

□︎	創業：2011年7月
□	所在地：神奈川県川崎市高津区溝口5-12-3
	 G108MB１F（※PRODUCT BASE SKLO）
□	事業内容：皮革製品の製造請負（OEM及びODM）／
	 皮革製品の企画・製造・販売／
	 レーザークラフト体験教室（ワークショップ）
□	代表取締役：齊藤倫平
□	従業員数：4名

株式会社SKLO（スクロー）

企業事例

※PRODUCT BASE SKLO
オリジナル革製品の製作・販売を始め
とする各種事業及びワークショップの
実施等を行う革工房
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株式会社SKLO（スクロー）02#
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して製品のストーリーを提案すること
で付加価値を生み出す、この3つのポ
イントが大事だと考えています。様々
な企業と協業し、持続可能なビジネ
スモデルとしてもっと収益が生まれ
る仕組みができればいいなと考えて
います。
　こうした取組によって、「かわさき
SDGs大賞2024」の経営部門で優秀賞
を受賞しました。その後はさらにいろ
いろな企業から「アップサイクルを考
えているので相談にのってほしい」と
いう問い合わせが増えています。例え
ば、車のシートベルトの余剰資材を
使ってカメラのストラップを作った
り、バスケットボールのプロ選手が履
いていたシューズの素材を活かして
カードケースにしたりと、新しい製品
企画も通りやすくなり、売上の向上に
つながっています。

課題となるのはアップサイクル
製品の価値を伝えること

　日本人は物をムダにするのは「もっ
たいない」という意識がある一方、捨
てられてしまったものはタダ同然とい

う考えが強いです。廃材を使ったワー
クショップを開催すると、参加料をい
ただくことに疑問を持たれる方もい
らっしゃいます。私たちが提供するも
のにはデザインや技術などの価値を加
えて、参加した人に良い製品をお渡し
するという自負があり、そうした意識
との温度差をどう埋めていくか、つま
り、アップサイクルが生み出す製品の
価値を理解してもらうことの難しさを
感じています。
　アップサイクルの事業では、地域社
会や教育機関との連携も目指していま
す。廃棄ボールの活用事業では、川崎
市の魅力である「スポーツ」と「もの
づくり」が融合します。川崎市内の小
中学校や学童保育でもワークショップ
を行い、作ることの楽しさを体験して
もらう活動も続けてきました。
　私自身もアップサイクルを楽しんで
います。廃棄されるものもこんな製品
に生まれ変わるのかという発見がある
から、面白いんです。私は川崎で生ま
れ育ったので、この街にすごく愛着が
あります。だから、今はものづくりの
楽しさを伝えることで、地域に貢献し
たい。この街をもっと盛り上げていき
たいなと思っています。

催しました。
　アップサイクルで大事にしているの
は、「ストーリー」を提案することで
す。鉄道の床材なら、「これは電車で
使われていたものだ！」と鉄道ファン
に喜ばれ、サッカーボールなら「フロ
ンターレの選手が使っていたボールな
んだ！」と感動してくれる。そうした
モノにまつわるストーリーが付加価値
になって、その製品を使う人にとって
大切なものになるのです。

3つのポイントから生み出す
経済的価値

　リサイクルというのは、廃棄され
た物をもう一度原材料に戻してから
素材にするので、その工程でエネル
ギーや負荷がかかります。一方、アッ
プサイクルはもとの素材をそのまま
利用できるので、より環境負担を抑
えられます。
　私たちが手がけるアップサイクルで
は、素材を発掘することを心がけてい
ます。イベントごとに廃棄されてしま
う装飾資材や端材を回収し、それを素
材として製品化する。その製品に自社
工房で余った革を取り入れることもで
きます。資材をムダなく活用するとい
うモノづくりの姿勢が、自ずとSDGs
に結びついているのです。
　経済性という点では、素材の発掘
をしているので材料費がかからない、
今まで培った上質なデザインを提供
できるので開発費がかからない、そ

SDGsを活用したい企業へメッセージ

す。ものづくりに限らず、それぞれの分野で自分たちにできるこ
とがあり、その企業だからこそ専門性を活かして取り組めること
があるはずなので、それを考えて事業に活用することがSDGsに
つながっていくと思います。

たちはSDGsを意識してやってきたわけではなく、根本に
あるものづくりの姿勢が自然と結びついたような気がしま私

合同会社肩車との協業事業で生まれたKEYBALLDER(キーボルダー)
プロサッカークラブで使用されていたサッカーボールを再利用して
キーホルダーに変身させた同社の人気商品


